































































































15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年
刑法犯少年 144404 134847 123715 112817 103224 90996 90282 85846 77696 6544f 
特別法犯少年 6771 6272 5603 5438 6339 6736 7000 7477 8033 6578 
交通事故に関わる 37741 38038 34738 32616 28779 25881 24283 23615 21777 2175 
自動車運転過失致死等
道路交通法違反 520248 491126 455634 397111 371572 328429 317664 289624 267056 2470/: 
触法少年Gf!J法） 21539 20191 20519 18787 17904 17568 18029 17727 16616 1394{ 
触法少年（特別法） 355 401 407 462 608 720 920 787 977 1076 
ぐ犯少年 1627 1657 1508 1482 1379 1199 1258 1250 1016 993 































初犯数は平成 18年まで 16歳が最多であったが、平成 19年には 15歳に下がり、平成 20
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・松島秀明（2005) 関係性のなかの非行少年 更生保護施設のエスノグラフィーから 新曜
社
・藤岡淳子（2001）非行少年の加害と被害非行心理臨床の現場から 誠信書房
・村尾泰弘（2008）少年非行を知るための基礎知識 明石書店
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7.添付資料
同意書
修士論文のインタビューにご協力くださり、ありがとうございます。
私は、修士論文において「非行経験のある少年の立ち直り」について研究しよ
うと考えております。この研究は、非行少年の検挙件数は減少していますが、
再犯率が増加しているというところに着目し、再犯の要因のーっとして f居場
所Jが得られないためでないかと考えました。そこで、非行経験のある少年に
関わりのある方・少年本人にインタピ、ューを行い、立ち直りのプロセスや問題
点を明確にし、どのような事・物が必要であるかを論じます。
このインタビューには 60分程度の時聞がかかります。インタビューへのご
協力は任意です。 このインタビューを通してご提供いただいた情報に、研究者
以外の第三者が触れることはありません。また、研究成果の報告では、複数の
協力者から収集したインタビューデータを統合した形で扱いますので、個人名
や機関名が出ることはありません。なお、研究データに誤りがないよう、イン
タビューの音声を記録させていただきます。この記録は研究データとして慎重
に扱い、第三者が聞くことはありません。
もし、質問に答えたくない場合には、お答えにならなくても結構です。またイ
ンタビュー調査への協力を中断したい場合には、その旨お申し出があればいつ
でも中断します。
以上の条件でインタビュー調査に協力することに同意いたします。
平成25年 月 日
氏名
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